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観光地と歴史的地区における観光交通のシームレス化 

Tourism Transportation Seamless for Destination and the Historical City 
 
 

秋 山 哲 男 ＊  

             Tetsuo  Akiyama   
 

摘 要 

 人々が公共交通機関を乗り換える場合の垂直移動や水平移動の抵抗をできるだけ少なくする空間的な不連続、ある

いは駅や停留場で長く待つ時間的な不連続、快適でも運賃がかなり高くつく料金の不連続などをなくすことが、交通

のシームレス化である。本論ではこの点に着目し、移動困難者の移動抵抗を少なくするシームレス化と、非日常の行

動である観光のシームレス化の考え方を整理した。さらに、世界遺産の歴史的地区シームレス化の現状を整理した。 

 

 

I．公共交通のシームレス化 

 

観光のシームレスとは交通のシームレスを含み、加

えて、事前の観光情報・現地情報や実際の観光行動を

安全・快適に行えるための考え方である。①交通のシ

ームレス化と②観光のシームレス化、の概念は図１に

整理できる。つまり交通のシームレス化なしでは、観

光だけのシームレス化を独立して語ることができない。 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 観光と交通のシームレス化の関係 

 

1.1 交通のユニバーサルなシームレス化 

交通におけるシームレスとは、出発地から目的地ま

での一連の移動において、一般的な人の移動のシーム

レス化と障害者･高齢者のシームレス化の２つがある。

今までのシームレス化は一般的な人のシームレス化が

中心であり、高齢者・障害者など移動困難者を必ずし

も十分に含んでいるとは言えなかった。一般の人に加

え移動困難者を含めたシームレス化をここではユニバ

ーサルなシームレス化と定義する（図 2） 

シームレス化は、①空間的な不連続、②時間的な不

連続、③料金の不連続、などをできるだけ少なくし、

スムースな移動ができるようにすることである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2 ユニバーサルなシームレス化の範囲 

 

(1) 空間的な不連続 

①乗り換え抵抗の軽減 

鉄道やバス等の乗り換えなどのときに発生しやすい。

例えば、歩く距離が長い、経路が複雑である、雨にぬ

れて歩く、道が分かりにくいなどである。 

問題事例は、東京の多摩地域だけでも JR 八王子駅

と京王八王子、JR 稲田堤と京王稲田堤、JR 町田駅と

小田急町田駅、などいくつも存在する。会社が異なる

とシームレスがなかなか困難である。多摩地域の不連

続に対して、シームレスな代表的事例を紹介する。 

・小倉駅の JR とモノレール（図 3） 

初期には商店街の反対で JRとモノレールは150ｍ以

上 JR 小倉駅と離れていた。その理由は商店街の人が

モノレール建設の際、売り上げを伸ばすためにモノレ

ールを降りて駅まで歩いてもらうために駅から離れた

場所に駅ができたのである。その結果、期待されたモ

ノレールの乗客は乗らずに経営的にも苦しい状況が続
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いていた。20 年以上たって、ようやく写真の姿になっ

たのである。 

 

 
図 3 小倉の JR とモノレール 

・ストラスブールの LRT とバス（図 4） 

人口 23 万人の小都市であるストラスブールは都市

の戦略として、公共交通をできるだけ利用し、自動車

の利用を抑制しようと大きな努力を払っている都市で

ある。シームレスは LRT とバスの共有プラットホーム

だけでなく、総合交通計画の中で行っていることであ

る。 

 

図 4 ストラスブールのバスと LRT の共有プラットホーム 

・乗り換え抵抗の支援機器等の整備 

（移動困難者に不可欠） 

同一プラットホームの乗換えを促進すること。エレ

ベーター・エスカレーター・動く歩道などによる移動

抵抗軽減対策を行うことである。 

・乗り換え抵抗の支援情報の整備 

（移動困難者に不可欠） 

空間設計で不連続を生じた場合の助けが音声や視覚

情報提供などの案内情報による補完である。特に視覚

障害者、聴覚障害者、初めての人などに役立つ。特に

案内情報は鉄道の場合、自社路線を中心にしているた

めに他路線への乗り換えなどは視野に入ってないこと

が多い。そのために必要な案内情報が欠落しているこ

とが多い。 

②時間的な不連続 

・運行頻度が少ないケース 

運行頻度が少ないことと、運行時刻が人の行動に合

わないように設計されている場合などである。 

・運行時の時刻表の不連続のケース 

バスと鉄道の乗換えが適切に組み立てられて無い場

合である 

③料金の不連続 

・複数会社の乗り換え 

バスを乗り換えただけで初乗り運賃が取られる場合

などである。異なる会社の場合の調整により運賃抵抗

を少なくすることが可能である。 

・環境問題を考えたシームレス化 

ストラスブールの自動車から LRT の乗り換えは駐

車代の中に LRT の運賃が含まれている。したがって２

～５人乗っても運賃は変わらない。 

こうした政策が採られていることが本当の意味での

環境負荷軽減のための運賃のシームレス化である。 

 

1.2 交通の高齢者･障害者のシームレス化 

上記が一般的なシームレス化に関わるものとすると、

障害者･高齢者など心身機能の低下に起因して起こる

シームレス化は、①物理的バリアによる不連続(段差や

階段など)、②情報のバリアによる不連続(（音声情報、

視覚情報、触知情報などの入手やコミュニケーション

が取れないことなど)、③制度的バリアによる不連続、

④偏見によるバリアによる不連続（偏見、差別など）、

など 4 つのバリアを取り除くことによってシームレス

化が可能となる。この点に関しては、交通バリアフリ

ー法とそのガイドラインや中部国際空港などを始めと

するユニバーサルデザインによるシームレス化が進ん

できている。1 

(1) 物理的バリアによる不連続（段差や階段など） 

 肢体不自由者などは階段などの垂直移動に困難を伴

うことが多い。この対策として、エレベータ、エスカ

レータ、動く歩道などの対策である。 

(2) 情報のバリアによる不連続 

様々な情報は初めての人の情報障害(視覚障害、聴覚

障害)に有効である。情報の不連続で困難を伴う人は、

視覚障害者、聴覚障害者、音声・言語障害者などであ

る。対策として視覚障害のために音声情報、サインな

ど特に聴覚障害者に有効な視覚情報、視覚障害者誘導

用ブロックなど触知情報、筆談ボードなどのコミュニ

ケーション支援ツールなどである。 
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(3) 制度・偏見・文化などによる不連続 

 例えばハンドル型電動車いすを用いる障害者が、利

用できる鉄道と利用できない鉄道が存在する。これは、

技術的問題もあるが、鉄道会社間の文化に違い、ある

いは一般社会と鉄道社会との文化的認識のズレから生

じている。 

 

1.3 交通バリアフリー法（バリアフリー新法）の成果 

バリアフリー新法（2006 年）により交通バリアフリ

ーの公共施設・旅客施設（タクシー、道路、建築物、

都市公園、路外駐車場）の目標値が示されている。目

標値は施設ごとに異なり平成 22 年まで、道路のバリア

フリーの目標は 100％であるが、それ以外のものは

50％以下である。(表 1) つまり、移動困難者のシーム

レス化はまだ先が長いことを意味している。特に、公

共交通、旅客施設の移動困難者のシームレス化は、平

成 18 年において視覚障害者の誘導ブロックの敷設は

ほぼ 9 割達成しており、車いす使用者の対策である段

差解消は 6 割強、トイレは 5 割強と個々の施設・設備

等の整備は着実に進んでいる（図 5）。しかし、連続的

な移動を意味するシームレス化になる。こうした旅客

施設の整備や法律、ガイドラインのレベルは国際的に

見ても引けをとらないレベルを維持しており。欧米先

進国の中でトップグループであることは間違いないが、

シームレスの観点から見るとまだこれからであり、時

間がかかる。2 

表 1 公共施設・旅客施設等のバリアフリー化の目標

及び現状 

主要施設 
目標年 

2010 年 
H19．3．31 現在

タクシー 福祉タクシー 約 

18,000 台 

9,651 台 

道路 主要な旅客施

設周辺 

等における主

な道路 

100％ 39％ 

（H17 年度） 

建築物 不特定多数の

者等が利用す

る建築物 

約 50％ 34％ 

（＊H16 年度）

都市公園 移動等円滑化

園路 

約 45％ 約 40％ 

（＊H17 年度）

駐車場 約 35％ 約 30％ 

（＊H17 年度）

便 所 約 30％ 約 25％ 

（＊H17 年度）

路外 

駐車場 
 約 40％ 約 20％ 

（＊H16 年度）

＊移動円滑化基準改訂（鉄軌道車両に係る追加内容） 

参考:国土交通省 

● 車両内の扉等に車両番号等を文字及び点字により表示

する。 

 

旅客施設におけるバリアフリー化の推移
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（公共交通移動等円滑化実績等報告による）

 

図 5 公共交通の旅客施設のバリアフリー化の推移(出展：国土交通省) 

 

Ⅱ．観光のシームレス化 

 

観光におけるシームレス化の方策は、交通のシーム

レス化を含み、観光に関わるすべての活動が加わる。

具体的には、2.1 事前段階のシームレス化と 2.2 観光

行動に対応したシームレス化がある。(図 6) 



 - 4 -

 

2.1 情報のシームレス化 

（事前情報から観光計画意志決定まで） 

観光の事前情報とは、まず①観光プランの企画段階、

②観光スケジュールの計画段階、③観光の意思決定段

階、の３段階がある。加えて判断の重要な要素である

④観光コスト負担と観光商品、が見逃せない。 

(1) 観光プランの企画段階 

観光プランの企画段階は、①観光地・観光日数・予

算などの決定、②団体か個人旅行か、など観光の大ま

かな枠組みを決める段階がある。観光プランの企画段

階は、観光する人の満足度を高める重要な段階で、ま

ず何処に行くか？また、パック旅行か個人旅行かの選

択、個人旅行の場合は交通手段の選択・何処をどのよ

うに観るか、食べるか、泊まるか、で選択のために情

報収集と知恵を絞る段階である 

ここでシームレス化の情報、車いす使用者の場合、

観光地への移動、宿泊施設バリアフリーの状態、その

他では、入浴・トイレ・就寝時の寝返などのために介

助者がいない場合様々なバリアが超えられるかの判

断の情報が必要である。また、パック旅行においても

自分の障害にあった対応がなされるかなどの判断材

料が必要である。 

(2) 観光スケジュール等の計画段階 

観光プランの企画段階で観光地の決定された後、ス

ケジュール等の具体的計画の段階である。スケジュー

ルの計画段階は、③観光地のまでの移動手段（飛行機、

鉄道、バス、自動車）の決定、④観光地の宿泊施設の

決定、⑤観光地で何処を訪問するか、どんな観光をす

るか、どの程度時間をかけるかの決定、⑥次の観光地

とその移動の決定や帰宅の交通手段の決定、などであ

る。 

特に、③の交通手段、④の宿泊の最低限が備わって、

観光の計画ができるのである。 

例えば、③交通手段の選択は、車いす使用者の行動

範囲を大きく制約する。例えば車内に入れない在来線

特急、飛行機に乗る場合は少なくとも１時間以上前に

行かなければならない制約、現地に到着した場合の端

末交通手段が利用できない場合、リフト付車両を手当

てしなければならない制約が、大きく立ちはだかって

いる。 

もう一つの、④宿泊施設の決定である。部屋のバリ

アフリー対応がなされているかどうかである。かつて

10 回程度（1995～2005 年）海外に車いす使用者とス

タディツアーを実施した。バリアフリーの部屋を求め

るとホテルが高級にならざるを得ない状況があり、車

いす使用者は選択ができずに宿泊も高くつくことが

ほとんどであった。 

つまり、小さなシームレス化から大きなシームレス

化まで多様であり、特に車使用者には観光を断念せざ

るを得ない問題も少なくない。 

(3) 観光計画の意思決定 

ここで言う観光計画とは、スケジュール等で検討し

た結果を、予約・購入など具体的に決める段階である。

この段階においては移動困難者の配慮が何処まで対

応できるかが不可欠である。さらに、障害を持つため

に余計にどの程度の費用がかかるのかも重要事項で

ある。コストについては負担の問題を次に記述する。 

(4) コスト負担と観光商品 

英国では重度障害者に対して、１９７０年代～９０

年代まで、障害を持つが故余計にかかる費用を「移動

手当て（Mobility Allowance）」として月に３万円程

度、障害当事者に直接現金で払っていた時代がある。

利用は交通費として支出したが、生活の一部に利用し

ても問題ないとされた。 

観光に関しても、バリアフリーを行えば障害者が観

光できるかというと必ずしもそうとは限らない。一般

に観光商品を利用すると制約はあるが安く旅行でき

る。しかし、障害者にはこうした旅行商品が整ってな

いのが現実である。例えばバスツアーでの旅行は車両

がバリアフリーでないことや旅先の見学が短時間で

設定されているため、見ること、食べること、トイレ

に行くことも急かされ、場合により通常の旅行計画の

図 6 事前段階と観光実施段階のシームレス化 

2.2 観光行動のシームレス化 

④自宅からの観光地への移動 

⑤観光地内での移動 

⑥観光地の観光資源をみる 

⑦観光地で宿泊 

⑧観光地間の移動や帰宅 

2.1 情報のシームレス化 

（事前の段階） 

①プランの企画 

②スケジュールの計画 

③観光の意志決定 
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中では納まらない人も多い。そのために、見ることを

我慢し、見たとしても一般の人と同じ行動をとるため

に相当努力が不可欠となる。つまり、一般の旅行商品

が障害者の利用できないものが多い。かといって障害

者の特別な商品の旅行はまだ少ない。 

 

2.2 観光の行動に対応したシームレス化 

(1)観光地と自宅等の移動（④自宅から観光地への

移動、⑧観光地間の移動や帰宅）、(2)観光地内での移

動（⑤観光地内での移動）、(3)観光施設・宿泊施設・

トイレなどのバリアフリー（⑥観光地のアクセス観光

資源をみる（自然・文化施設等を見ること、トイレな

どのアクセス）、⑦観光地の宿泊）、などである。 

(1) 自宅から観光地間の移動 

これは④自宅から観光地への移動、⑧観光地間の移

動や帰宅、などが該当する。 

観光行動の最初のネックが自宅から観光地の名所

旧跡などをめぐる現地までの移動を満足するスムー

スな移動ができているかどうかである。 

そのために必要な交通の組み立ては一般的に、難し

くないが、人口低密度地域や中山間地域の場合、多少

利用者の我慢が必要である。特に鉄道やバスの運行頻

度が少なくかつ乗換えが多い場合である。自宅から観

光地のアクセスは確保できても人口低密度な観光地

など現地での足の確保が意外に難しいことが多い。か

といって、自動車でのアクセスを何処まで認めるか極

めて重要な課題である。 

(2) 観光地内での移動（観光地のアクセス） 

観光地内での移動は、エリアが狭い場合と広い地域

の 2つがある。 

①エリアが狭い（１km程度）場合 

歩行空間や自転車による短距離の移動を中心とす

る計画が相応しい。歩行などにより、観光地の街並み

や観光資源をみること、土産物屋や食事などに立ち寄

るなど、ゆっくりした移動や立ち止まることに向いた

歩行や自転車の計画が向いている。 

②エリアが広い（数 km～10km 程度）場合 

部分的な歩行と歩行以外の交通手段であるバス、あ

るいは自転車、自動車の移動を前提となる。この場合、 

バスの運行計画や自動車の駐車場計画、自転車のレン

タシステムを造ることなどが必要である。 

これらの交通手段の計画は注意が必要で、第一に、

町全体のコンセプトがはっきりすること。言い変えれ

ば、交通マスタープランや都市計画のマスタープラン

の基本的な方針を踏襲し、特にバス計画などは観光の

特異性（土日や休日に利用が多く平日が少ない）を前

提とした計画が不可欠である。さらに、自動車駐車場

の計画には観光資源までどれだけ歩かせるか、また歩

行距離が長い場合はバスなどの歩行支援をどの様に

導入するかが重要である。 

(3) 観光地のアクセス 

観光地内の移動は少なくもシームレスにすればよ

いというものではない。大切なのは、自動車の流入抑

制と公共交通の組み合わせと、観光者に何処まで公共

交通に利用や歩かせるかを決めることが極めて重要

である。 

表 2は観光資源とアクセス環境、つまり自動車交通

の抑制と公共交通やグリーンモード（歩行者・自転車）

の考え方を示したものである。観光資源は「建築物、

記念的意義を有する彫刻及び絵画、考古学的な性質の

物件及び構造物、金石文、洞穴住居並びにこれらの物

件の組み合わせであって、歴史上、芸術上または学術

上顕著な普遍的価値を有するもの。」と世界遺産に象

徴されるように、その価値を継承・保存することがき

わめて重要である。そのための方法として観光地の自

動車流入を一定程度抑制することが求められる。 

A.観光資源と駐車場が近接 

多くの観光地が観光資源の近接したところに駐車

場を整備することがわが国では常識化している。しか

し、世界遺産級の観光資源の場合は今までのやり方で

は観光資源のも歩行者の安全も守れない。例えば、白

川郷の場合である。ここでは駐車場を建設しそこに駐

車して合掌造りを観光するように整備されているが、

観光資源の中の民間駐車場が営業し乗用車や観光バ

スが乗り入れている。世界遺産を守らなければならな

い状況であるのに問題が大きいケースである。(図 7) 

B.観光資源と駐車場が離れているケース(バスサービ

ス) 

観光資源と駐車場の間が 1キロ以上はなれている場

合で、歩行か公共交通で対応することで観光資源を守

ることができる。このケースはツエルマットが行って

いる。石見銀山は駐車場から約 2キロをバスで結ぶ計

画を7月に立て、10月には実施している可能性がある。 

また、ベロタクシーと呼ばれる自転車タクシーも 1

台導入し環境対策を図っている。（図 8） 

C.観光地と駐車場が離れている(歩行空間整備) 

このケースは距離が遠い場合はバス等の計画が必

要である。歩行空間の場合はできるだけ、休憩施設、

飲食店などにより歩く楽しさを高める必要がある。ま

た、移動困難者の移動確保も不可欠である。 
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表 2 観光資源と周辺アクセス環境の整備の考え方 

 A.観光資源と駐車場が近接 

 

B.観光資源と駐車場が離れてい

るケース(公共交通等グリーン

モードのサービス) 

C.観光地と駐車場が離れたケー

ス(歩行空間整備) 

観光資源と駐車

場からの移動の

概念図 

観光資源と駐車

場との距離 

観光資源と駐車場・バス停留所が

隣接・数約百ｍ程度離れている。

観光資源と駐車場の間が歩行で

は難しい程離れている。 

観光資源と駐車場の間が 1 キロ

以上はなれている。 

観光資源への歩

行 に よ る 駐 車

場・バス停からの

アクセス 

短距離（数分~10 分程度） 

駐車場・バス停から徒歩で簡単に

アクセスできる 

中距離（20 分以上・坂道） 

交通手段利用のアクセス 

鉄道駅・駐車場からバス等で観光

資源にアクセス 

中距離（15 分以上） 

駐車場から歩行（大変）、バス･

ベロタクシーなどのアクセス 

現状 観光資源のある地域に自動車を

入れない努力が必要 

自動車を完全に排除し、観光資源

や沿道の居住者・街並みを守って

いる 

ベロタクシーのアクセスで観光

資源や沿道の居住者・街並み・環

境を守ろうとしている 

問題点 観光資源が脅かされる、歩行者の

安全の確保が必要 

観光資源を守れるが、自動車利用

者のアクセスが不便 

歩行困難者の移動の確保が必要 

事例 白川郷 ツエルマット 石見銀山 

  

 

 

 
図 7 石見銀山の雰囲気のある街並み地域         図 8 石見銀山のベロタクシー

D.街並みそのものが観光資源 

例えば、黒壁の長浜やお城と街並みの丹波篠山、伝

統的建築群や景観の美しい街並みなどがこれに該当

する。これらの都市は歩いて見ることが不可欠である。

自動車の駐車場を沿道周辺に設置することや公共交

通を降りてみることができる組み立てが必要である。 

(3) 観光資源・宿泊施設・トイレなどのバリアフリー 

⑥観光地のアクセス観光資源をみる（自然・文化施設

等を見ること、トイレなどのアクセス）、⑦観光地の

宿泊、などのバリアフリーやサインによる誘導による

シームレス化の実現が必要である。バリアフリーやサ

インに関してはある程度バリアフリー新法を参考に

することで達成可能である。 

 

Ⅲ．世界遺産の歴史的地区のシームレス化 

 

観光におけるユニバーサルなシームレス化とは、可

能な限り多くの人が利用できることを前提とする考

え方である。つまり、魅力的な地域をできるだけ多く

の人に訪れていただく仕組みを作り上げることに他

ならない。それは利用者本位を前提として、経済的に

安価に、かつ満足の行く観光ができることを観光のシ

ームレス化と言ってよい。 

 

P

歩行空間 
P

公共交通等 

馬車･歩行 

自動車駐車場 

P 

バス停留場

観光資源 
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3.1 世界遺産の歴史的地区のシームレス化の可能性 

世界遺産とは 1972 年のユネスコの総会で採択され

た国際条約である。2007 年７月現在、この条約加盟国

は 184 か国が加盟、日本は 1992 年に 125 番目の締約

国として加盟した。世界遺産は自然遺産と文化遺産、

複合遺産の 3 つから構成され 2007 年に 851 を超えた

地域で登録されている。世界遺産の登録の規定は、①

創造的才能（人類の創造的才能を表現する傑作）、②

人類の交流（ある期間を通じてまたはある文化圏にお

いて建築、技術、記念碑的芸術、都市計画、景観デザ

インの発展に関し、人類の価値の重要な交流を示すも

の）、③時代例証の建造物など（人類の歴史上重要な

時代を例証する建築様式、建築物群、技術の集積また

は景観の優れた例）、④普遍的意義（顕著で普遍的な

意義を有する出来事、現存する伝統、思想、信仰また

は芸術的、文学的作品と、直接にまたは明白に関連す

るもの）などである。3 4 

観光のシームレス化において、往復の交通、現地で

の宿泊や観光行動があるが、特に現地での宿泊や観光

行動についてみてみる。その対象として最も集客力が

大きくかつ様々な対策が進んでいる可能性がある、欧

州の世界遺産のシームレス化がどの程度進んでいる

かをいくつかの歴史的地区の事例によってみてみる。 

表 3 世界遺産の歴史的地区の分類 

 地区名（都市名） 対象となった世界遺産 

都 市 の

計 画 事

例 

ニュータウンとオールドタウン

（英国エディンバラ） 

1995 年に文化遺産として世界遺産に登録。エディンバラの新旧市街（城と

宮殿を結ぶ地区）と旧市街の両方が対象となった。 

ロバートオーエンのニューラナ

ーク（英国スコットランド） 

2001 年に文化遺産として世界遺産に登録。理想的な産業とコミュニティを

ロバートオーエンが建設に対して、 

LRT 計

画 と 歴

史 的 地

区 

ストラッスブール（仏国） 2007 年に文化遺産として世界遺産に登録。LRT と歴史的地区の保存により

景観の良い街並みが形成されている。 

ボルドー（仏国） 2007 年に文化遺産として世界遺産に登録。LRT と、19 世紀の建築物の保存、

ロガンヌ川の改修により 

歴 史 的

遺 産 と

歴 史 的

地区 

バース（英国） 1987 年に文化遺産として世界遺産に登録。ローマ浴場、チューダ様式の寺

院、ジョージ王朝の建築の遺産が保存されている。 

プラハ歴史的地区（チェコ） 1992 年に文化遺産として世界遺産に登録。9 世紀から始まった古都で、現

在はバルタ川 西岸に旧王宮、東岸には旧市街が存在する。 

ウィーン（オーストリア） 2001 年に文化遺産として世界遺産に登録。ローマ時代の遺跡や中世の面影

を持ち、ハプスブルグ家の都でもある。 

ザルツブルグ（オーストリア） 1996 年に文化遺産として世界遺産に登録。塩の城として栄え、19 世紀まで

カトリック文化の中心都市として繁栄。 

サンテミリオン（仏国） 1999 年に文化遺産として世界遺産に登録。8 世紀の聖人エミリオンに由来

し、彼の隠遁生活の洞窟とワインの名高い生産地。 

また、観光のシームレス化の実態を世界遺産の歴史

的地区を中心に見てみる。世界遺産の歴史的地区は、

英国のバース、エディンバラのニュータウンとオール

ドタウン、ロバートオーエンのニューラナーク、チェ

コのプラハ、オーストリアのウィーンやザルツブルグ、

フランスのストラッスブール、サンテミリオン、ボル

ドーなど数十に留まる。このうち 9箇所を例にシーム

レス化で考えてみる。 

こうした歴史的地区のシームレス化、つまり移動し

やすさからみると、多くの都市でバリアがあり、歴史

的都市であるが故バリアを取り除けない、いわゆる保

存の部分と何処まで人に見せるかの活用の部分との

バランスでシームレス化が決まってくる。（表 3） 

 

3.2 欧州の世界遺産の分類 

世界遺産の歴史的地区を中心にその代表的な都市

を分類すると①都市計画の事例、②交通計画と歴史的

地区の事例、③歴史的市街地の事例、の 3つに分類で

きる。特に①都市計画や②交通計画の世界遺産の事例

はきわめて少なく。多くが歴史的市街地や城を中心と

する市街地などが多く見られる。ここでは英国の 2つ

の都市計画の事例と、フランスの交通計画の事例を例

にどの程度シームレスな対策が行われているかを紹

介するに留める。 
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(1) ニュータウンとオールドタウン（英国エディンバラ） 

英国スコットランド南東部に位置し、人口 38.5 万

人を擁するエディンバラ市の中心市街地をなすのが

ニュータウンとオールドタウンである。世界遺産は

1995 年、文化遺産として登録され、その対象はエディ

ンバラの新旧市街（Old and New Town of Edinburgh）

で、谷筋の鉄道駅を挟んで北側にニュータウン(新市

街）、南側にオールドタウン(旧市街)が位置する。（図

9） 

 
図 9 手前は旧市街・遠方が新市街 

・旧市街地はエディンバラ城（７世紀の築かれた要塞

が期限で 11 世紀後半からスコットランド王の居城と

なった）とホーリルード宮殿（修道院聖堂を 15 世紀

に宮殿に改築したもの）を結ぶロイヤルマイルの幹線

道路を軸に発展した市街地である。（図 10） 

バリアフリーに対策は、地形が急峻なロイヤルマイ

ル沿道には多くの階段や坂道で構成され、バリアフリ

ーは殆どなされていない。（図 11）しかし英国では歴

史的遺産（ヘリテージ）のバリアフリーが進められて

いることもあり、エディンバラ城の建築物のバリアフ

リーが部分的にではあるが行われている。 

・新市街地については 18 世紀後半に人口増加ととも

にエディンバラ城の北に新市街が建設された。これは

都市計画に基づく整然とした街並みで、ジョージア様

式の建築物が並ぶ落ち着いた雰囲気を持つ地域であ

る。5（図 12） 

バリアフリーについては、道路の段差切り下げ程度

が行われているのみであり、基本的にシームレスな対

策はわずかであることがわかる。 

 
図 10 旧市街の幹線道路（ロイヤルマイル） 

 

図 11 ロイヤルマイルから最短距離の歩行者階段 

 

図 12 新市街の広場と街区 

 

(2) 理想都市とコミュニティのニューラナーク（英国

スコットランド） 

①世界遺産の特徴 

２００１年に文化遺産に登録、所在地は英国スコッ

トランドのエディンバラから５０km グラスゴーから

３０ｋｍのクライド川の渓谷に理想的な産業とコミ

ュニティをロバートオーエンが建設した。（図 13）そ

のたたずまいは今も残っていて、環境の良い住宅地が
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存在している。（図 14） 

 

 

図 14 ニューラナークの住宅 

ロバートオーエンは 1812 年、理想都市の社会運動

家で紡績工場を経営、労働者の生活水準を向上するた

めに工場で得た利益を慈善事業に投じた。その趣旨は

「より良い環境は高い生産性を生む」という信念に従

い労働者とその家族に設備の整った住宅を提供した、

ものだ。当時、児童の就労を禁止し、学校を設立し教

育の機会を与え、無料で受診できる医療施設を整えた

こと。あるいは、人道者儀的な経営の実践で 19 世紀

の労働者意識の向上や社会の発展大きな影響を及ぼ

した。 

バリアフリーに関しては歴史的な都市に共通して

いるがその多くが地形や当時のバリアフリーの考え

が無い時代に建設されたものなので、バリアがあって

当然という状況である。ニューラナークもその例に漏

れないが、観光者が訪れるレストランや土産物屋（エ

レベータなど整備）、地区内の散策ルートの急坂とい

うバリアがあるが、ある程度バリアが取り払われてい

る。これは、スコットランドであるが、イングリッシ

へリテージ（英国の歴史的遺産）のバリアフリーを推

進するセクションができていることも背景としてあ

るからと推察できる。 

このロバートオーエンのニューラナークは、1200 人

居住の理想都市として、都市計画の教科書に登場し土

木建築を専門とする多くの学生が最初に出会う。以下

にロバートオーエンの概要を記述しておく。6 7 

②ニューラナークを建設したロバートオーエンの背 

 景 

・デビット・デイル 

彼と関係の深いデッビッド・デイル（1739－1806）

抜きではこの歴史的遺産を語ることはできない。デイ

ルは 24歳にときにグラスゴーへ移り織物商をはじめ、

20年間繁栄を続けた。その後、王立銀行の営業支配人

を任され、スコットランドの金融界の一員となった。

彼の関心は商業から製造へ関心が移り、ニューラナー

クに 3箇所に紡績工場を設立した。 

1760 年台にオールドスコッチインディペンデント

教会の設立メンバーとなる。1800 年にデイルは工場を

売却し始め、ロバートオーエンが最初に購入した。 

・ロバート･オーエン 

紡績工場を購入したロバートオーエン（1771-1858

年）はウェールズのモンゴメリーシャーのニュータウ

ンで生まれる。彼の仕事は、最初にスタムフォードに

勤め、次にロンドンの紳士用服飾品商に勤めた。さら

に製造業に転身し、紡績工場の監督（マンチェスタ

ー:19 歳）のときには米国の海島綿（長く細い綿毛）

を導入した。 

転機は 1812 年から 6 年間好意的な共同経営である

村の困難な改革（特に教育）に乗り出した。それは、

共同の村、つまり生産者が生み出すすべての富を公平

で一定の配分を受けられるような社会変革の必要性

を説き、共同村（共同作業、支出、財産を平等に扱う

原理に基づいた村）であるニューハーモニー（米国に

創った独自の共同村）を造ったが失敗し、私財をほと

んど失う。しかし、著作により英国では協同組合の英

雄になる。その後、国レベルの協同組合組織を作るべ

く奮闘したが、1934 年に全国労働組合大連合の結成で

実を結ぶが、年内に組合は崩壊した。8 

 

3.3 交通計画と歴史的地区の世界遺産 

交通計画が世界遺産の一部なることは極めて珍し

く、フランス以外の都市では殆どみられない。ここで

は 2007 年に世界遺産となったボルドーとストラッス

ブールについて紹介する。特にわが国ではストラッス

ブールの LRT（ライトレールトランジット）の交通計

画の聖地として多くの専門家や LRTに憧れるものが訪

グラスゴー 

ニューラナーク 

図 13 ニューラナークの位置  
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問している地域である。ちなみに筆者は専門家として

訪問した。専門家と LRTを憧れる者とはかなり異なり、

憧れる者はどんな都市にも LRTを当てはめようとする

もので、専門家とは都市に応じて何が適しているかを

見極めて LRT 以外の計画も敢えて選択する。 

 

(1) ボルドーのシームレス化 

①世界遺産の概要 

ボルドーは人口２３万人、世界的なワインの産地で

あり、ローマ時代から良港をもつ町として発展し、18  

 
図 15 ボルドーの月の港 

 
図 16 19 世紀の建築 

世紀にはワイン貿易で、黄金時代を築いてきた。また、

世界遺産に 2007 年指定された。 

市街地「月の港」として世界遺産 2007 年に登録さ

れた理由は、18世紀の建築遺産が非常によく保存され、

ガロンヌ河川整備、トラム（LR･路面電車の進化した

もの））の開通も含めたまとまりのある都市構成が評

価されたからである。 

登録されている「月の港」とは三日月型に蛇行する

ガロンヌ川を中心に発展したボルドーの通称である。

9（図 15、図 16） 

この中心部のシームレス化は都心部の歩行空間と

LRT の総合的な組み立てである。 

・歩行空間とシームレス化：歩行空間は LRT(路面電車

の進化したもの)が通行するルートのトランジットモ

ール（自動車を一切排除した歩行者専用道）と中心商

店街の歩行者専用道である。 

・LRT のネットワーク：LRT は中心部と郊外を適切に

結ぶ地域居住者の移動を支えている。実際に乗ってみ

ると、運行頻度は 10 分も待てば次の LRT に乗れる。

また、何度も乗ったがほとんどの時間帯に混雑してい

た。そのことは、ボルドー市民の足であり、観光者と

しても様々な観光スポットを視察する重要な役割を

果たしている。 

②LRT の効果 

フランスの LRT の戦略は目を見張るものがある。LRT

のデザインは各都市とも異なるデザインを用いてい

る。過去にグルノーブルは環境対策と障害者のモビリ

ティ対策として 15 年前にはノンステップ車両を実現

していた。環境対策や歴史的都市を自動車から守る対

策の一つとしてグルノーブル、ストラスブールなど各

都市の対策が行われてきた。特にグルノーブルは 1992

年に車いす使用者が完全に乗降できるノンステップ

車両とホームの溝を無くす装置も設置されていた。つ

まり移動困難者のシームレス化を 1990 年初頭に実現

しているのである。 

ボルドーの LRT はこうした経験（環境問題・障害者

のモビリティ問題）をさらに進化させ都市を美しく、

分かりやすく、素適な車両が走っている。しかも新し

い都市のあり方を模索した公共交通の導入（LRT）と

LRT の駅を歩行者専用道にする等の工夫が見られる。

特に 3 本 LRT の路線（図 17、図 18）が都市の軸を構

成し、わかりやすい都市の移動しやすさを実現してい

る。こうした、総合的努力が世界遺産として評価され

たのかもしれない。 

バリアフリーは言うまでもないが LRT はすべてノン

ステップ車両であり、プラットホームもアクセスが確

保されている。 
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図 17 LRT の街中走行                           図 18 LRT の ABC3 路線の地図 

 

 

図 19 ストラスブールの LRT 計画 

 

 

(2) ストラスブール（仏国） 

ストラスブールは人口 23.6 万人のフランス東部ド

イツの国境に接する都市である。2007 年歴史的地区と

交通計画（トラム中心）で世界遺産として登録された。

①トラムの計画と交通計画 

トラムによる交通計画は目を見張るものがある。24

2006年の路線 

A―D線: 路線距離；12,5km、オットピエール、

マイヨン–、イリキルシュ、リクセンビュル、 

 ロトンド – エトワル ポリゴンヌ, 

B―C 線: 路線距離：12,5km、オエンナイム、

エルソ、エスプラナド – エルソ, 

合計: 運行路線距離長31,2 km、46 駅、53 車

両、2操車場、駐車台数4030台のP+Rパーク

アンドライド、一日の利用客数が20万人 

2008 年の路線計画 

A 線：オットピエール マイヨン－イリキル

シュ、リキセンビュル 

B 線：オエンナイム–リンゴルシャイム C

線：エルソ–ヌオフ  

D 線：ロトンド–ヌドフ  

E 線：バゲルゼー–ロベルツォ 

乗り換え地点になる駅： 

オムドフェール–共和国広場（レパブリッ

ク）、エトワル–ジョン. ジョレス 

合計：68 駅 (2002現在は 46 )、53,7 km 運行路

線距離 (現在 31,2km)、3 車庫、92 トラム

車両 (現在 53) 



 - 12 -

万都市の 5路線を都心部から放射状に計画し、公共空

間の再整備と一体化した計画を行っている。さらに、

自動車交通用のスペースを取り、バス路線、自転車道

路も同時に充実させている。詳細な使用は図 19 に示

した。10 

LRT のバリアフリーはほとんどの LRT の車両はノン

ステップでありホームのアクセスも確保されている。

②トラムとバリアフリー 

ストラッスブールのすべての LRT は車両のバリアフリ

ー、プラットホームから車両・プラットホームと周辺

道路がすべてバリアフリーになっている。（図 20） 

③歴史的地区のバリアフリー 

歴史的地区の歩行空間の段差はないが、歩道のペー

ブメントが欧州の多くの都市でみられる小さな石（一

辺 5～7cm）を並べているため、極めて歩きにくい道路

である。バリアフリーであるが手動車いす使用者には

問題が大きい。（図 21） 

 

 

図 20 LRT のプラットホームのバリアフリー 

 

図 21 歴史的建造物と路面
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